
２０１４年３月５日 こくろう み と 第１１号

第
１
６
９
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催

赤

沼

書

記

長

が

集

約

答

弁

３
月
１
日
１
０
時
、
塙
副
委

員
長
の
開
会
の
挨
拶
で
第
１
６

９
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
議
長
に
永
山
徹
委
員
を

選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
菊
池
委
員
長

は
、
①
安
倍
・
自
公
政
権
の
暴

走
に
対
す
る
闘
い
、
②
最
優
先

課
題
と
す
る
組
織
拡
大
に
つ
い

て
、
③
２
０
１
４
年
春
闘
の
闘

い
、
④
福
島
第
一
原
発
事
故
等

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
組
織
拡
大
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
、
今
委
員
会
を
契
機

に
全
組
合
員
が
更
な
る
組
織
強

化
・
拡
大
の
前
進
に
向
け
奮
闘

「第１６９回拡大地方委員会で確認された闘いの展開」

①各級機関は、今地方委員会で決定した当面する方針の徹底と闘う体制の確立

に向け、集会・オルグなど創意工夫した取り組みを強化する。

②２０１４年春闘に勝利に向けた、学習・交流会の開催、共闘の諸課題を結合

し、ストライキを含むあらゆる戦術に対応できる体制強化を図るとともに地

域からの春闘を強化します。

③労働条件改善・権利確立を勝ち取るため、「職場総点検運動」を強化します。

④「検修部門外注化」「設備メンテ見直し」「駅業務の在り方」などの合理化

事案に対し、合理化の解明及び検証を強化し、改善・見直しに向け職場から

の運動と団体交渉を強化します。

⑤「原発のない福島を！３．８県民大集会」「0309原発ゼロ・大統一行動」等

の原発関連集会の最大限の取り組みを行います。また、2014年春闘学習会を

３月１日に開催します。

⑥組織拡大を勝ち取る第７回全支部・分会委員長、書記長会議を４月５日に開

催すると伴に組織対策委員会を強化し新規採用者対策に全力をあげます。

⑦分会・班活動を強化し「組織拡大各ゾーン」での集中した組織拡大に全力を

あげることにします。

⑧第３回ＮＲＵ水戸ゴルフ大会を６月６日に開催します。

⑨第１１回職場活動家交流会を６月１４～１５日に開催します。

⑩護憲・平和・民主主義擁護、脱原発社会の実現などの政治的諸課題に全力を

あげ取り組むことにします。

し
合
い
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

最
後
に
本
年
暮
れ
か
ら
来
春

に
か
け
て
、
統
一
地
方
選
挙
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
る
と
も
に
、
２
年

後
の
参
議
院
院
選
に
繋
げ
る
重

要
な
闘
と
訴
え
ま
し
た
。

全 組 合 員 が 団 結 ガ ン バ ロ ー で

意 思 統 一 を 図 る

国労水戸地方本部

水戸市中央1-1-11

ENYビル2F

029-221-4008
発行責任者 菊池忠志

編集責任者 坂本公則

地
方
本
部
は
３
月
１
日
、

水
戸
支
社
付
属
会
議
室
に
於

い
て
、
第
１
６
９
回
拡
大
地

方
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
委
員
会
は
、
第
６
５
定
期

大
会
以
降
の
運
動
を
検
証
し
、

２

０

１

４

年

春

闘

勝
利

、

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

雇
用
・
労
働
条
件
改
善
を
求

め
る
闘
い
な
ど
、
全
て
の
諸

闘
争
を
国
労
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
組
織
強
化
拡
大
の
取

り
組
み
と
結
合
さ
せ
、
引
き

続
き
組
織
拡
大
に
全
力
を
挙

げ
る
こ
と
を
確
認
し
運
動
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

拡
大
地
方
委
員
会
は
、
多

く
の
委
員
か
ら
東
日
本
大
震

災
か
ら
３
年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
が
、
復
旧
・
復
興
は

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
福
島
第
一
原
発
事
故
は

未
だ
収
束
を
見
せ
ず
、
放
射

能
被
害
に
対
す
る
国
及
び
Ｊ

Ｒ
会
社
へ
の
改
善
を
求
め
る

発
言
が
目
立
ち
ま
し
た
。

一
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て

本
部
指
令
１
号
に
よ
る
「
組
織

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
に

つ
い
て
」
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
本
部
と
し
て
組
織
の
１
０
％

拡
大
目
標
を
設
定
し
、
実
現
に
向

け
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
組
織
拡
大
期
間
を
設
定
し

（
第
１
期
〜
第
３
期
）
、
６
月
14

〜
15
日
に
は
第
11
回
職
場
活
動
家

交
流
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

そ
し
て
、
４
月
新
採
対
策
行
動

は
、
７
年
前
か
ら
取
り
組
み
に
よ

り
組
織
的
か
つ
継
続
的
行
動
で
会

社
及
び
他
労
組
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る

事
で
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

地
本
・
支
部
・
分
会
が
連
携
し
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

二
、
反
合
理
化
、
安
全
・
安
定

輸
送
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、
「
グ
ル
ー

プ
経
営
構
想
Ｖ
〜
限
り
な
き
前
進

〜
」
を
発
表
し
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
あ
ら
ゆ
る
系
統
で
業
務
委

託
が
拡
大
し
て
来
て
い
ま
す
。

「
駅
業
務
の
さ
ら
な
る
推
進
」

「
設
備
・
電
気
部
門
に
お
け
る
メ

ン
テ
再
構
築
」
「
グ
ル
ー
プ
会
社

と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ

ら
な
る
推
進
」
な
ど
、
安
全
・
安

定
輸
送
を
脅
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
へ
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
効
率
化
・
合
理
化
と
の

闘
い
は
貨
物
会
社
の
構
造
矛
盾
・

経
営
矛
盾
の
解
消
な
し
に
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
客
貨
一
体
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
行
き
ま
す
。

三
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に

対
す
る
取
り
組
み

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
水
戸

水
戸
支
社
は
、
自
治
体
の
帰
町
宣

言
要
請
に
向
け
た
延
伸
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
地
方
本
部
は
、

健
康
管
理
及
び
除
染
対
策
に
万
全

な
対
策
を
施
す
よ
う
申
し
入
れ
と

と
も
に
、
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会

を
始
め
と
す
る
継
続
的
な
運
動
を

強
化
し
て
行
き
ま
す
。

四
、
２
０
１
４
春
闘

地
方
本
部
は
、
特
に
客
貨
一
体

の
取
り
組
み
を
例
年
通
り
取
り
組

み
、
３
・
７
貨
物
総
行
動
を
中
心

に
貨
物
会
社
に
対
す
る
宣
伝
行
動

を
強
め
て
行
き
ま
す
。
連
合
茨
城

が
主
催
す
る
春
闘
総
決
起
集
会
や

３
月
８
〜
９
日
に
開
催
さ
れ
る

「
原
発
の
な
い
福
島
を
県
民
集
会
」

「
原
発
ゼ
ロ
・
大
統
一
行
動
」
に

参
加
し
ま
す
。
。


